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成果

研究の背景とねらい
断面寸法2インチ×4インチ（38mm×89mm）を中心と

した小断面の木材の枠組に面状の木質材料をくぎ打ちしたパ
ネルで構成される木造建築をツーバイフォー（枠組壁工法）
建築といいます。ツーバイフォー建築は北米に起源を持つた
め、使用される木材も北米材を中心とした輸入材でしたが、
近年では国産材の供給も増えています。そこで、国産材を利
用しやすくするための部材の開発を行いました。たとえば、
これまでツーバイフォーの壁は輸入材の枠組材を利用した場
合の性能が基準であったため、枠組材に国産材を使用する技
術開発は事実上できませんでした。また、オフィスや店舗の
ような大きな建築物を建てるためには、屋根や上階の床を支
えて広大な空間を実現するはり（梁）の部材が必要ですが、
その効率的な製造技術が必要でした。そこで、耐震性能の高
い壁とはりを掛け渡す壁の間の距離（スパン）を長くとれる
はり部材を開発しました。

耐震性の高い壁部材の開発
まず、木材単体や面材料の性能と接合部分の性能に関する

データを接合部分を再現した試験体を用いたせん断試験によ
り集めました（図1）。これらを組み合わせることで、部材の
性能を予測し、必要な性能を得られる仕様を検討しました。
建築基準法に定められる上限の性能（壁倍率5倍）を当初目
標として、壁の耐震性能をシミュレーションしたところ、こ
の目標を達成できる仕様が選定できたため、理論値の妥当性
を実験的に確認しました（図2）。さらに、スギの枠組材に加
え、他の国産樹種を用いた場合の性能の検証も必要と考え、
ヒノキ枠組材を使った壁の試験も実施し、当初目標の2倍（壁
倍率10倍）の性能が得られることを示しました。また、高性
能の壁の仕様を分かりやすく示した施工図を作成しました（図
3）。その結果、国産材を用いた部材により、耐震性の高い建
物をつくれることが明らかとなりました。

大空間を実現するはり部材の開発
壁の間の距離8mを掛け渡せることを目的としたはり部材

を開発し、短期荷重に対する設計に必要な性能データを収集
するとともに、長期使用時にはりのたわみ量がどれくらい増
加するかを検証するために、開発したはり部材を用いた床に
よるクリープ試験を実施し、十分実用可能であることを確認
しました。さらに、掛け渡す壁の間の距離を当初目標の8m
の1.5倍（12m）に拡大した高性能のはり部材を開発し、は
り部材7本で構成される12m×6mの実大床を作製しました。
この床の試験を実施して設計モデルの適用性を検証するとと
もに、はりの曲げ試験を実施してはり単体の強度性能も評価
しました。開発したはり部材を用いることで、学校の教室や
コンビニエンスストアの店舗程度の大空間を柱なしの木造建
築で実現できます（図4）。

研究成果の普及
得られた成果はマニュアル等で公表されています。今後、

参画機関等で社会実装を進め、中層・大規模建築物の木造化
による炭素固定効果の増大に寄与します。
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従来、国産材利用が活発ではなかったツーバイフォーによる中層・大規模建築物の木造化を推進するための研究開発に取り組み、
ツーバイフォー建築にスギ等の国産材を利用するための技術開発を行いました。その結果、建物の耐震性能を確保するととも
に広い空間を実現できる壁やはり（梁）の部材の開発に成功しました。得られた成果を用いることにより、スギ等の国産材を
多用した柱なしの木造建築で、学校の教室やコンビニエンスストアの店舗程度の大空間を実現できます。

国産材を活用してツーバイフォー建築を強くする
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図1　接合部のせん断試験 図2　壁の面内せん断試験

図3　高性能の壁部材の仕様の例
この図に従って施工することで容易に耐震性が確保できます。

図4　高性能のはり部材による実大床
12m×6mの実大床を作製し、性能評価試験を実施しました。

構成要素の性能値から壁部材の性能を予測し、実験により確認しました。




